
日本光学会

第 30回光学シンポジウム講演募集

期 日： 2005年6月16日 (木)，17日 (金)

場所(予定)： 早稲田大学国際会議場 (井深大記念ホール)

主 催： 日本光学会

応募締切： 2005年3月2日 (水) 必着

予稿締切： 2005年4月21日 (木) 必着

応募・問合せ先： (株)リコー 画像エンジン開発本部EP

開発センターOE開発室 増田浩二

〒143-8555東京都大田区中馬込1-3-6

電話 03-5742-8858 Fax:03-3777-8178

E-mail:optsympo30＠aurora.ocn.ne.jp

詳細につきましては，「光学」第34巻第1号の綴じ込み案

内，または，日本光学会のホームページ (http://annex.

jsap.or.jp/OSJ/sympo.html)をご覧ください．

光設計研究グループ第 32回研究会「プラスチック光

学素子の進展」

日 時： 2005年3月4日 (金) 12：50～17：30

場 所： 奈良県新公会堂会議室1・2(奈良市春日野町

101番地)

アクセス：

・JR (関西本線・奈良線)「奈良駅」から奈良交通バス

(市内循環)「大仏殿春日大社前」(所要7分)下車，東

へ徒歩3分．

・近鉄 (奈良線・京都線)「奈良駅」下車，東へ徒歩20

分．または，奈良交通バス(市内循環)「大仏殿春日大

社前」(所要5分)下車，東へ徒歩3分．

主 催： 日本光学会光設計研究グループ

プログラム： 講演題目，講演順は仮です．詳しくは研究

グループホームページ (http://www.opticsdesign.gr.

jp/)をご参照ください．

12：50 開会の挨拶

13：00「自由曲面と回折面を用いた走査光学系用プラ

スチック光源光学素子」稲垣義弘 (コニカミノル

タビジネステクノロジーズ)

13：40「プロジェクションTV用高画質スクリーン」

高橋 進 (凸版印刷)

14：20「プラスチック光学材料の進展 (仮題)」橋本昌

和 (日本ゼオン)

15：20「ナノプリント技術による光デバイス作製 (仮

題)」横尾 篤 (NTT)

16：00「小型撮像装置に用いられるプラスチックレン

ズ」(仮題)篠原義和 (フジノン)

16：40「光ディスク用樹脂レンズ」丸山晃一 (ペンタ

ックス)

17：20 閉会の挨拶

参加費： 光設計研究グループ会員3,000円，光設計研究

グループ学生会員 無料，一般9,000円，学生一般

2,000円．当日，受付にてお支払いください．

定 員： 100名 (定員になり次第締め切ります)

参加申込： 氏名 (フリガナ)，所属，住所，電話，Fax，

E-mail，参加区分 (参加費参照)，懇親会 (無料)参加

の有無を，E-mail，Faxまたは郵送にて，下記申込先

までお送りください．

申込先： (株)トプコン 研究所光応用研究室 賀 誠

〒174-8580東京都板橋区蓮沼町75-1

電話 03-3558-2559 Fax 03-3966-0277

E-mail:k32reg＠opticsdesign.gr.jp

問合せ先： コニカミノルタオプト(株)光学研究部光学設

計2グループ 金野賢治

〒589-0021大阪府大阪狭山市今熊6-300

電話 072-367-3543 Fax 072-367-3379

E-mail:k32＠opticsdesign.gr.jp

お知らせ： 希望者のみ，会場隣の東大寺二月堂にて行われ

るお松明見学を研究会終了後に行います．詳しくは研

究グループホームページをご覧ください．

第 95回微小光学研究会「微小光学を変えるか 新材

料の可能性」

日 時： 2005年3月16日 (水) 10：00～17：00

場 所： 東京工業大学大岡山キャンパス西9号館ディジ

タル多目的ホール (東京都目黒区大岡山2-12-1)

交 通： 東急大井町線・目黒線大岡山駅下車徒歩1分

10：00 開会の挨拶

10：10 基調講演「2030年に向けた太陽光発電のロー

ドマップ―太陽電池用新材料開発」小長井誠 (東

工大)

10：50「エアロゾルデポジション法による透明電気光

学薄膜」中田正文，大橋啓之 (NEC)明渡 純

(産総研)

11：20「シリコンマイクロフォトニクスと電子・光集

積回路」和田一実 (東大)
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11：50 昼食・休憩

13：00「二酸化チタンをベースにした新しい電子機能」

長谷川哲也 (東大・KAST)

13：30「電気光学結晶KTNの結晶成長およびデバイ

ス応用」中村孝一郎，笹浦正弘，豊田誠治，圓佛

晃次，下小園真，伊藤敏弘，藤浦和夫 (NTT)

14：00「量子効果電子デバイスによるテラヘルツ発

振・増幅」浅田雅洋 (東工大)

14：30「複製ポリマー光導波路」細川速美 (オムロン)

15：00 休憩

15：20「微細光源としての有機LED」谷口彬雄 (信州

大)

15：50「新しい紫外発光材料としての六方晶窒化ホウ

素」渡邊賢司，谷口 尚，神田久生 (物質・材料

研究機構物質研)

16：20「可視光レーザ材料の可能性」岸野克巳，菊池

昭彦，野村一郎 (上智大)

16：50 閉会の挨拶

参加費： 一般4,000円，学生1,000円 (資料代含む．当

日ご持参ください)．

参加申込： 不要 (直接会場にお越しください)

問合せ先： 東京工業大学工学部 水本哲弥

電話03-5734-2578 E-mail:tmizumot＠pe.titech.ac.jp

プログラムは，微小光学研究グループのホームページ

(http://www.din.or.jp/microopt/)でもご覧になれます．

第 7回次世代フォトニックネットワークのための光技

術 (OPN)研究会

第1回研究会から3年が過ぎ，FTTHの普及と動画配

信等の新たなサービスも開始されようとしています．今回

の研究会では，フォトニックネットワークの研究開発動向

をデバイスと応用の両面から解説していただき，さらに過

去3年間のテレコムウインターを振り返り，今後の展望を

パネリストと参加者でインタラクティブに議論します．

日 時： 2005年3月17日 (木) 13：00～16：30

場 所： 上智大学四谷キャンパス9号館9-353教室

http://www.sophia.ac.jp/J/first.nsf/Content/guidey

問合せ先：

和田尚也 (NICT)

電話 042-327-6371 E-mail:wada＠nict.go.jp

佐々木浩子 (オリンパス)

電話 0426-91-7261 E-mail:hirsasaki＠ot.olympus.

co.jp

プログラム等の詳細につきましては，日本光学会ホームペ

ージ (http://annex.jsap.or.jp/OSJ/)をご覧ください．

3次元画像コンファレンス 2005論文募集

期 日： 2005年7月7日 (木)，8日 (金)

場 所： 東京大学武田先端知ビル武田ホール

講演申込締切： 2005年3月11日 (金)必着

問合せ先： 3次元画像コンファレンス2005実行委員会

E-mail:info＠3d-conf.org

詳しくは，ホームページ(http://www.3d-conf.org)をご覧

ください．

第 128回応用光学懇談会

テーマ：「ホログラフィックメモリの実用化」

日 時： 2005年3月11日 (金) 13：30～16：00

場 所： 島津マルチホール (大阪市北区芝田1-1-4 阪

急ターミナルビル14階)

最寄駅： 阪急電鉄梅田駅

講 演：

13：40～14：40「ホログラフィック・インフォメーショ

ン・ストレージの現状と展望」堀米秀嘉

(オプトウエア)

15：50～15：50「ホログラフィックメモリー：記録材

料への要請」志村 努 (東大)

参加申込： 氏名，所属，連絡先(住所，電話番号，Fax番

号，E-mail)を明記のうえ，E-mailまたはFaxにて，

3月4日までに下の申込先までお申し込みください．

参加費： 応用光学懇談会会員 無料，非会員2,000円 (学

生無料)

申込先・問合せ先： 庶務幹事 的場 修

〒657-8501神戸市灘区六甲台町1-1

神戸大学工学部情報知能工学科

電話 078-803-6235 Fax 078-803-6390

E-mail:matoba＠kobe-u.ac.jp

第 35回応用物理学会・光波センシング技術研究会

第35回研究会は，光による極限長さ測定―ナノからサブ

ナノへのセンシング技術―というテーマを取り上げます．

光波を利用したセンシング技術は，最近，光干渉法や近接

場光学等の研究が進み，光通信技術の進展とともに，実用

化研究が活発に展開されています．そこで招待講演では，

ヘテロダイン干渉法を用いた半導体ウエファー検査等のナ

ノメーター表面形状計測法，近接場顕微鏡を用いたサブナ

ノメートル領域での生体バイオフォトニクス，縦方向にヘ

テロダイン法を横方向の被検面に近接場を用いるハイブリ
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ット型計測法，サブナノメートル光センシングに向けたX

線顕微鏡の進展，モードロックレーザーによる周波数コム

を用いた距離計測法，ホログラムメモリー・ディスクのナ

ノオーダーサーボ制御等について，チュートリアルを交え

て取り上げたいと思います．また，一般論文講演は，広く

光波センシング分野から募集しますので，ぜひご投稿くだ

さるようご案内申し上げます．

期 日： 2005年6月14日 (火)，15日 (水)

場 所： 東京理科大学神楽坂校舎森戸記念館 (東京都新

宿区神楽坂4-2-2)

アクセス： JR飯田橋駅西口下車

趣旨と内容： 光による極限長さ測定―ナノからサブナノ

へのセンシング技術―

投稿論文締切： 2005年3月7日 (月)

問合せ先： 光波センシング技術研究会事務局 矢嶋弘義

〒184-8588東京都小金井市中町2-24-16 農工大イ

ンキュベータ1203

電話 042-388-7756 E-mail:h-yajima＠cc.tuat.ac.jp
 

http://www-ueha.pi.titech.ac.jp/ knakamur/lst/lst-

1st.htm

実践カラーマネジメント教室 (社)日本写真学会カラー

マネジメントセミナー ’05

日 時： 2005年2月18日 (金) 9：20～17：30

場 所： 東京工芸大学芸術情報館 (東京都中野区中野本

町2-48-3，http://www.t-kougei.ac.jp/guide nakano/)

主 催： (社)日本写真学会

協 賛： 日本光学会 (依頼中)ほか

プログラム：

9：20 開会挨拶

9：30「撮影のカラーマネジメント」鹿野 宏 (ハン

ディ)

11：00「Eye-Oneを用いたカラーマネジメント」伊藤

健 (きもと)

12：20 展示見学，昼食

14：00「プリンティングのカラーマネジメント」仲谷

文雄 (富士ゼロックス)

15：20 展示見学

16：00「印刷のカラーマネジメント」荻野正彦 (水上

印刷)

17：20 閉会挨拶

参加費： 会員6,000円，非会員8,000円，学生 (会員，非

会員とも)2,000円 (協賛団体会員および賛助会員所

属の方の参加費は会員扱いとなります)

参加申込方法： 下記 (1)～(6)を明記のうえ，E-mailか

Faxで日本写真学会事務局へお申込みください．当日

申し込みも歓迎しますが，定員を超えた場合はお断り

することがあります．(1)「実践カラーマネージメン

ト教室参加申し込み」，(2)氏名，(3)学生の場合は

大学院/学部，専攻/学科名も，(4)E-mail/Fax，(5)

電話番号，(6)会員/非会員/学生の区別．

申込・問合せ先： (社)日本写真学会事務局

電話 03-3373-0724 Fax 03-3299-5887

E-mail:spstj＠pht.t-kougei.ac.jp

なお，展示会場において，撮影，処理，プリントなどの実

演も行います．デジタルカメラ用メモリー (コンパクトフ

ラッシュ等)をご持参くだされば，ご自分でこれらを体験

できるようにする予定です．詳しくは，日本写真学会ホー

ムページ (http://wwwsoc.nii.ac.jp/spstj2/)をご覧くださ

い．

平成 16年度KAST終了プロジェクト報告会

財団法人神奈川科学技術アカデミー (KAST)の研究プ

ロジェクトは，科学技術の創造拠点を目指し，先端的かつ

高度な科学技術における基礎・応用研究を卓越した若手リ

ーダーの指揮のもとに行っております．このたび，本年3

月をもって研究期間を満了する益田「ナノホールアレー」

プロジェクトと光科学重点研究室光機能材料グループ佐藤

グループのこれまでに創出された総括的な研究成果を報告

する会を開催いたします．

期 日： 2005年3月15日 (火)

場 所： KSPホール (川崎市高津区坂戸3-2-1かながわ

サイエンスパーク3F)

定 員： 200名

参加費： 無料

締 切： 前日まで

問合せ先： 財団法人神奈川科学技術アカデミー (KAST)

研究調整課 林

電話 044-819-2034 Fax 044-819-2026

E-mail:hayashi＠kast.or.jp

プログラム等の詳細につきましては，KASTホームページ

(http://www.kast.or.jp/)をご覧ください．
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日本光学会 の掲載申込み先：

〒243-0198 厚木市森の里若宮3-1 NTTフォトニクス研究所 複合光デバイス研究部

神原浩久 電話 046-240-3238 Fax 046-240-4526 E-mail:kanbara＠aecl.ntt.co.jp

なお，掲載申込みは原則として発行日(10日)から 2か月前の15日まで，開催日が1～10日の場合

は，開催日の3か月前の15日までにお願いします．

日 本 光 学 会 平 成 16年 度 幹 事 (常任幹事)

幹 事 長： 黒田 和男 （東大）

副幹事長： 春名 正光 （大阪大） 小舘香椎子 （日本女子大）

前幹事長： 山本 公明 （オリンパス） 岩田 耕一 （大阪府大）

庶務幹事： 大澤日佐雄 （ニコン） 井出 昌史 （シチズン時計）

平尾 明子 （東芝） 江口 勝 （ペンタックス）

長濱 博幸 （トプコン） 大友 晋哉 （古河電工）

神原 浩久 （NTT） 植松 晴子 （東京学芸大）

『光学』編集幹事： 三尾 典克 （東大） 門野 博史 （埼玉大）

裏 升吾 （京都工繊大）

『OR』編集・出版幹事： 植田 憲一 （電通大） 一岡 芳樹 （奈良高専）

高橋 信明 （防衛大）

国際協力幹事： 富田 康生 （電通大） 大津 元一 （東工大）

立野 公男 （日立）

将来問題担当幹事： 岩井 俊昭 （北大） 山崎 章市 （キヤノン）

辻岡 強 （大阪教育大）

企画・事業担当幹事： 春名 正光 （大阪大） 小舘香椎子 （日本女子大）

仲間 健一 （日本板硝子） 渡部 文男 （フジノン）

増田 浩二 （リコー） 山下 敦司 （コニカミノルタ）

鈴木 貞一 （富士ゼロックス） 吉田 慎也 （シャープ）

宮崎 大介 （大阪市大） 阿山みよし （宇都宮大）

有本 英伸 （産総研） 佐藤 彰 （コニカミノルタ）

岡田 英史 （慶応大） 三浦 則明 （北見工大）

宮城 光信 （東北大） 安達 正明 （金沢大）

藤原 巧 （長岡技大） 庄司 一郎 （分子研）

野村 孝徳 （和歌山大） 早崎 芳夫 （徳島大）

入江 正浩 （九州大）
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